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助  教 松田俊介 
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学部 73名 修士課程 15名 博士課程 15名 

 

 

（１）言語学専修課程で学ぶこと 

 言語学専修課程では「言語」を研究対象とします。ではそれが、同じく言語を対

象とする、文学的あるいは哲学的な研究とどう違うかというと、言語学的な研究で

は、言語を科学的な研究対象として扱うことが求められるのです。すなわち、研究

の結果は、客観的に検証できるような形で提示されなければなりません。これは、

個々の言語を扱う場合でも、また、広く言語一般を扱う場合でも（その時にも個別

言語のデータが基礎となりますが）、忘れてはならない大切な点です。 

 

 言語学専修課程進学の必要条件は、言語について深く調べることに興味をもつこ

とですが、研究対象として選ぶ言語に制限はありません。日本語・中国語・韓国語

などのアジアの言語はもちろんのこと、英語・スペイン語のようなヨーロッパの言

語からアフリカ・南北アメリカ・オセアニア地域の言語まで、本人の興味により自

由に選択できます。話者が数億人いるような大きな言語から、話者数の限られた危

機言語まで研究することができます。また、音声言語だけでなく手話を研究したり、

ラテン語やサンスクリット語のようにある程度の言語資料を残したまま母語話者

がいなくなった言語を研究したりすることも可能です。研究対象だけではなく研究

方法にも様々なものがありますが、将来どのようなアプローチをするにせよ必要と

なる基礎的な研究方法の訓練を受け、そういう訓練を通じて、自分に最も適した分

野を自ら選んで行くことになります。 

 

 哲学・文学・歴史などの分野に興味のある人は、専修課程に進学する前に、ある

程度自分で専門書を読んで既に予備的な知識を身につけていることが多いでしょ

う。しかし、言語学に関して、それはなかなか困難です。本屋などで手に入る書物
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で言語学について独学した人は、実際に言語学専修課程で学び始めると、それまで

に抱いていたイメージの変更を余儀なくされると思います。これには色々な理由が

考えられますが、上述の「言語を科学的な研究対象として扱う」ような研究の書籍

は、しばしば流通ルートに乗りにくく、したがって、それを目にする機会も少ない、

ということが一つでしょう。それでも最近は言語学の専門書を一般の書店で目にす

る機会もふえましたが、言語を研究対象として扱うための前提や手続きにまで立ち

戻って基本的な知識を与えてくれる本は少なく、特定のテーマを扱うものに限られ

る傾向があるようです。また、全国の大学で、言語学を専門課程として持つところ

がまだ必ずしも多くないことも、言語学的知識の普及に障害となっています。そう

いうわけで、言語学専修課程に進学する学生は、ほぼ全員が白紙の状態からスター

トする、といっても過言ではありません。 

 

（２）言語学専修課程を卒業するために必要な科目と単位 

 言語学専修課程では、「言語学概論」、「音声学」、「比較言語学」の３つの講義を必

修科目としています。言語学概論は言語学の基本的な考え方と、音声・音韻・文法・

意味など言語学の諸分野の基礎知識を与えるものです。音声学は世界の言語で用い

られる様々な言語音を聞き取り、発音し分け、また正確に記述する方法を学ぶ授業

です。比較言語学は、言語学のうちの重要な分野のひとつである通時的な言語変化

を扱います。これらの必修科目のうち、「言語学概論」、および「音声学」は持ち出

し専門科目（前期課程２年生も履修することができる文学部の専門科目のことで、

後期課程進学後の単位となります）として、２年生のＡセメスターに本郷キャンパ

スで開講されますので履修するようにしてください。（「音声学」は、３年生のＳセ

メスターにも開講されます。）なお「比較言語学」も持ち出し専門科目なので、希望

者は２年生のＡセメスターに本郷キャンパスで履修することができます。 

 

 言語学専修課程を卒業するためには、まず、これら必修の３科目のほか、「言語学

演習」が８単位必要です。その際、必ず６ターム（３セメスター）以上取る必要が

あります。これに加えて、「言語学特殊講義」を12単位、その他に文学部（言語学専

修課程のものを含む）ないしは他学部の授業から36単位を取らなければなりません。 

なお、一部の「言語学特殊講義」は２年生のうちから履修することができます。

令和８年度の持ち出し専門科目は次のとおりです。「認知言語学入門(２)」「比較言

語学（２）」「国語学概論 I」「国語学概論 II」。これらのうち、「国語学概論I」「国

語学概論II」は言語学以外の専修課程の授業として開講されますが、言語学専修課

程の単位としても認定されます。 

さらに、卒業のためには、以上に加えて、「卒業論文」または「特別演習」による
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12単位が原則として必要です。「卒業論文」は、単に読んだものをまとめるというだ

けでは不十分で、最初に述べた「言語の科学的研究」によって、言語学に何か新し

い知識をもたらすものであることが期待されます。最近の卒業論文のテーマの例は

以下のとおりです。 

 

最近の卒業論文のテーマの例 

スペイン語の叙述補語構文について、前置詞選択を中心に 

韓国語の語尾-essessess-に関する分析―語尾-essess-との比較を中心に― 

コーパスから量的に捉えるペルシア語の軽動詞構文における前部要素の並列と分離可能性 

古代ギリシア語諸方言における R 音化について 

イロカノ語重複法の音韻的分析 

Omission of Subjective Case Particle in Spoken Language of Modern Korean:  
Focusing on Nouns muo/mwo、 got/go、 sigan 

現代文学と比較した近代文学らしさ―受動文の計量的比較から― 

富山県射水市方言における「が」の発音について 

ディディム・チン語における V+V型複合動詞の分析 

漫才における笑いのメカニズム：近年の M−1 のデータから 

トク・ピジンにおける「V-im 目的語」構文と「Vlong 目的語」構文の交替 

 

 「特別演習」は文献精読、言語調査、言語データ分析等の課題から３つを選んで

行い、言語学の基礎的な知識や方法論の修得度を審査します。 

 言語学専修課程に進学した学生は、あまり狭く専門を限ることなく、なるべく広

範囲の授業を受け、演習に参加することが望まれます。これは、繰り返しになりま

すが、ほとんどの人にとって言語学を学ぶのが初めての経験であるためで、特に、

大学院に進学しようとする場合には、少なくとも言語学の代表的な分野について、

基礎的な知識を持っていることが不可欠です。 

 

（３）教員の専門分野 

 言語学専修課程の教員はそれぞれ専門を異にしており、認知言語学をはじめとす

る理論言語学、フィールド言語学、歴史・比較言語学、言語類型論、印欧語、オー

ストロネシア語族、ドラヴィダ語族の研究など、その専門分野はさまざまです。 

 

 また、多岐にわたる言語学の諸分野をできるだけカバーするために、言語学専修
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課程以外の教員の授業科目を、必要な範囲で、「言語学演習」または「言語学特殊講

義」として認定するほか、毎年数人の非常勤講師を他大学からお招きして、言語学

特殊講義を開講しています。参考のために令和７年度と令和８年度の非常勤講師の

授業の例をあげますと、令和７年度は「書記日本語研究」「オーストロネシア諸語の

諸問題」「印欧語比較研究：古リトアニア語」が、令和８年度は「実験言語学」「台

湾海陸客家語概説」「チベット＝ビルマ記述言語学研究」「文法変化の研究」が開講

されています。また、前期課程で言語学に親しむ機会を提供するため、総合科目「言

語文化論 言語の多様性から考える言語学」を教養学部で開講する年度もあります。 

 

（４）進路その他 

 学部卒業生の進路の割合は毎年様々ですが、最近は約２割が大学院進学を目指し、

残りが社会に出る道を選びます。就職先は、公務員・教員・放送・出版・一般の商

社など、どの専修課程にも共通する分野に加えて、情報技術や出版のように、多少

言語学と関係する業種も以前から見られます。大学院に進学した学生の中には、そ

れぞれの選んだ言語の研究や言語学の特定の分野の研究のために、外国留学する者

も毎年出ています。 

 

最後に、「学生室」の活用ということを強調したいと思います。言語学専修課程の

授業の大半は、コロナ禍以前には文学部３号館６階の言語学演習室で行われていま

した。同じ６階には、助手室と並んで、学生が勉強のために使える学生室があり、

ここには各種辞書、新着雑誌、コピー機、プリンタ、スキャナ、数台のパソコンや

録音機器などがあり、自由に利用できます。 

 

教員・学生の研究･教育活動やさまざまな行事は、言語学研究室の Web ページ

（https://www.gengo.l.u-tokyo.ac.jp）で見ることができます。なお、言語学研究

室のWebページには進学に関する情報も掲載されています。ぜひ参考にしてくださ

い。 

 

学生室はまた、日常的に同輩・先輩・後輩が交流して自由に情報交換をする場で

もあります。基本的な文献の探し方や機械類の使い方を教わることもできるでしょ

うし、興味の方向を異にするもの同士の会話から啓発されることも多いでしょう。

なお、教員の研究室も同じ階にあるので、学生は適宜容易に指導が受けられます。

学生室を中心としたこのような学生生活は、教養課程との大きな違いであり、積極

的な活用が期待されます。 

75




